
(57)【要約】

【課題】  高いカビ取り効果を示すカビ取り剤組成物を

提供する。

【解決手段】  次亜塩素酸塩及び次亜塩素酸から選ばれ

る１種以上（Ａ）と、両性界面活性剤及び陽イオン界面

活性剤から選ばれる１種以上（Ｂ）と、ｐＨ調整剤

（Ｃ）とを含有するカビ取り剤組成物。



【特許請求の範囲】

【請求項１】  次亜塩素酸塩及び次亜塩素酸から選ばれ

る１種以上（Ａ）と、両性界面活性剤及び陽イオン界面

活性剤から選ばれる１種以上（Ｂ）と、ｐＨ調整剤

（Ｃ）とを含有するカビ取り剤組成物。

【請求項２】  ２０℃におけるｐＨが３～８である請求

項１記載のカビ取り剤組成物。

【請求項３】  ｐＨ調整剤（Ｃ）が有機酸及びその塩か

ら選ばれる１種以上である請求項１又は２記載のカビ取

り剤組成物。

【請求項４】  更に陰イオン界面活性剤（Ｄ）を含有す

る請求項１～３の何れか１項記載のカビ取り剤組成物。

【請求項５】  （Ｂ）成分としてアミンオキシドを含有

する請求項１～４の何れか１項記載のカビ取り剤組成

物。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、カビ取り剤組成物

に関する。

【０００２】

【従来の技術】浴室の天井、タイル目地、プラスチック

の壁や台所の三角コーナーなどの黒ズミ汚れはCladospo

rium属等のカビの生産する色素が原因であり、また、水

洗便器を長期間継続使用すると、便器の内面と溜水面、

特に水封部に着色した汚れの堆積が生ずるが、この汚れ

は主としてリン酸カルシウム、鉄酸化物等の無機物、粗

蛋白や胆汁分解物等の有機排泄物、微生物或いはその代

謝物等である。

【０００３】これら硬質表面の汚れはクレンザーや界面

活性剤だけでは落とすことが難しいため、現在は次亜塩

素酸ナトリウム等を含む塩素系漂白剤を使用した液状又

はスプレー状の漂白剤あるいは洗浄剤が使用されてい

る。例えば、特開昭５９－９３７９９号には、次亜塩素

酸塩と苛性アルカリとアミンオキシドとを含有するカビ

汚れを洗浄するための液体洗浄剤が開示されている。

【０００４】

【発明が解決しようとする課題】一般に次亜塩素酸塩を

使用した塩素系の洗浄剤、カビ取り剤、漂白剤等はアル

カリ性の組成物として用いられる。しかしアルカリ性の

組成物は、洗浄性能は優れているが、取り扱いの際の安

全性の点では更なる改良が要望されている。

【０００５】

【課題を解決するための手段】本発明は、次亜塩素酸塩

及び次亜塩素酸から選ばれる１種以上（Ａ）〔以下、

（Ａ）成分という〕と、両性界面活性剤及び陽イオン界

面活性剤から選ばれる１種種以上（Ｂ）〔以下、（Ｂ）

成分という〕と、ｐＨ調整剤（Ｃ）〔以下、（Ｃ）成分

という〕とを含有するカビ取り剤組成物に関する。

【０００６】

【発明の実施の形態】（Ａ）成分の次亜塩素酸塩として

は、次亜塩素酸カリウム、次亜塩素酸ナトリウム等の次

亜塩素酸アルカリ金属塩や次亜塩素酸カルシウム、次亜

塩素酸マグネシウム等の次亜塩素酸アルカリ土類金属塩

等が挙げられ、次亜塩素酸アルカリ金属塩が好ましく、

特に次亜塩素酸ナトリウムが好ましい。（Ａ）成分は、

組成物の有効塩素濃度が好ましくは１～５０００ｐｐ

ｍ、より好ましくは１０～１０００ｐｐｍ、更に好まし

くは５０～５００ｐｐｍとなるように配合される。

【０００７】（Ｂ）成分の両性界面活性剤としては、ア

ルキルジメチルアミンオキシド等のアミンオキシド、ア

ルキルジメチルアミノ脂肪酸ベタイン、アルキルカルボ

キシメチルヒドロキシエチルイミダゾリウムベタイン等

のベタインなどが挙げられる。なかでも、炭素数８～１

８のアルキル基を有するアルキルジメチルアミンオキシ

ドが好ましい。また、（Ｂ）成分の陽イオン界面活性剤

としては、第１級アミン塩、第２級アミン塩、第３級ア

ミン塩、第４級アンモニウム塩が挙げられるが、このう

ち第４級アンモニウム塩が特に好ましい。第４級アンモ

ニウム塩としては、４つの置換基の少なくとも１つが総

炭素数８～２８のアルキル又はアルケニル基であり、残

余がベンジル基、炭素数１～５のアルキル基及び炭素数

１～５のヒドロキシアルキル基から選ばれる基である化

合物が挙げられる。総炭素数８～２８のアルキル又はア

ルケニル基は、この炭素数の範囲で、アルコキシル基、

アルケニルオキシ基、アルカノイルアミノ基、アルケノ

イルアミノ基、アルカノイルオキシ基又はアルケノイル

オキシ基で置換されていてもよい本発明の組成物は、

（Ｂ）成分を１ｐｐｍ～５重量％、更に５ｐｐｍ～１重

量％、特に１０～５０００ｐｐｍ含有することが好まし

い。

【０００８】また、本発明の組成物は、（Ａ）成分と

（Ｂ）成分の重量比が、（Ａ）／（Ｂ）＝１０／１～１

／１０であることが好ましく、より好ましくは５／１～

１／５、特に好ましくは５／１～１／２である。

【０００９】（Ｃ）成分としては、アルカリ金属の水酸

化物、アルカリ土類金属の水酸化物、無機酸又はその

塩、有機酸又はその塩等が挙げられる。アルカリ金属の

水酸化物、アルカリ土類金属の水酸化物としては、水酸

化ナトリウム、水酸化カリウム、水酸化カルシウム等が

挙げられる。無機酸又はその塩としては、塩酸、硫酸、

硫酸ナトリウム、硝酸ナトリウム、塩化ナトリウム、炭

酸ナトリウム、炭酸水素カリウム、炭酸水素ナトリウ

ム、炭酸水素カリウム、硫酸マグネシウム、硝酸マグネ

シウム、塩化マグネシウム、炭酸マグネシウム、リン酸

三ナトリウム、リン酸三カリウム、リン酸水素二ナトリ

ウム、リン酸水素二カリウム、リン酸二水素ナトリウ

ム、リン酸二水素カリウム、ポリリン酸ナトリウム等が

挙げられる。有機酸又はその塩としては、マロン酸、コ

ハク酸、グルタル酸、アジピン酸、セバシン酸等の飽和

二塩基酸又はその塩や、フマル酸、マレイン酸等の不飽
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和二塩基酸又はその塩等が挙げられる。好ましくは飽和

二塩基酸又はその塩、より好ましくは炭素数３～１０の

飽和二塩基酸又はその塩であり、特にコハク酸又はその

塩が好ましい。

【００１０】本発明の組成物は、ｐＨ（２０℃）が３～

８、更に５～８、特に５～７であることが好ましい。

（Ｃ）成分はｐＨをこの範囲にする量で用いられること

が好ましい。

【００１１】本発明の組成物では、従来のカビ取り剤に

比べて低濃度、短時間の処理で優れたカビ取り効果が得

られるが、これは、次亜塩素酸塩の高い酸化力による汚

れ成分の分解と両性界面活性剤もしくは陽イオン界面活

性剤の高い浸透力の相乗効果によるものと考えられる。

また、一般に、次亜塩素酸塩の酸化還元電位がアルカリ

領域に比べ中性領域の方が高いため、本発明の組成で

は、より安全性の高い中性領域での使用でも洗浄性能が

維持されるものと考えられる。

【００１２】また、本発明の組成物は、更に次亜塩素酸

及び／又はその塩と安定な配合が可能で、洗浄効果を高

めるために、陰イオン界面活性剤（Ｄ）〔以下、（Ｄ）

成分という〕を含有することができる。陰イオン界面活

性剤としては、高級脂肪酸塩、高級アルコール硫酸エス

テル塩、高級アルコールスルホン酸塩、硫酸化脂肪酸

塩、スルホン化脂肪酸塩、リン酸エステル塩、脂肪酸エ

ステルの硫酸エステル塩、脂肪酸エステルのスルホン酸

エステル塩、高級アルコールエーテルの硫酸エステル

塩、高級アルコールエーテルのスルホン酸エステル塩、

高級アルコールエーテル置換の酢酸塩、脂肪酸とアミノ

酸の縮合物、脂肪酸アミドのアルキロール化硫酸エステ

ル塩、脂肪酸アミドのアルキル化スルホン酸塩、スルホ

コハク酸エステル塩、アルキルベンゼンスルホン酸塩、

アルキルフェノールスルホン酸塩、アルキルナフタレン

スルホン酸塩、アルキルベンゾイミダゾールスルホン酸

塩、アミドエーテルカルボン酸又はその塩、エーテルカ

ルボン酸又はその塩、Ｎ－アシル－Ｎ－メチルタウリン

又はその塩、アミドエーテル硫酸又はその塩、Ｎ－アシ

ルグルタミン酸又はその塩、Ｎ－アミドエチル－Ｎ－ヒ

ドロキシエチル酢酸又はその塩、アシルオキシエタンス

ルホン酸又はその塩、Ｎ－アシル－β－アラニン又はそ

の塩、Ｎ－アシル－Ｎ－カルボキシエチルタウリン又は

その塩、Ｎ－アシル－Ｎ－カルボキシエチルグリシン又

はその塩、及びアルキル又はアルケニルアミノカルボニ

ルメチル硫酸又はその塩等が挙げられる。陰イオン界面

活性剤の配合量は、組成物中に１ｐｐｍ～５重量％、更

に１０ｐｐｍ～０．５重量％、特に５０～５００ｐｐｍ

が好ましい。

【００１３】

【発明の効果】本発明によれば、通常のカビ取り剤と同

様に用いることで、優れたカビ取り洗浄効果を示すカビ

取り剤組成物が得られる。

【００１４】

【実施例】実施例１～５及び比較例１～３

表１に示す組成の成分からなる組成物を用いて、以下の

試験を行った。結果を表１に示す。なお、表１中の有効

塩素濃度は、ＪＩＳ  Ｋ－０１０１“ヨウ素法”により

測定したものである。

【００１５】なお、各組成物は、次亜塩素酸ナトリウム

水溶液（有効塩素濃度６００００ｐｐｍ）と（Ｂ）成分

又は（Ｄ）成分を所定量混合し得られたものを最終配合

濃度の２倍までイオン交換水で希釈したものとコハク酸

を最終配合濃度の２倍までイオン交換水で希釈したもの

を等量混合して得たものである。

【００１６】以下の各試験では、表１の組成物を、表１

の有効塩素濃度となるように希釈した試験水溶液を用い

た。

【００１７】（１）カビ取り試験

（１－１）カビ汚れプレートの調製

被験菌としてカビ（真菌、Aspergillus niger IFO634

1）を、ＰＤＡ培地を用い、２５℃で７日間培養した。

得られた菌体をガラス玉法を用い、均一にした後、滅菌

ガーゼで異物を除去し、菌液を得た（約１０5 cell／ｍ

ｌ）。

【００１８】この菌液０．５ｍｌをＡＢＳ樹脂製プレー

ト（縦７６ｍｍ×横２６ｍｍ×厚さ１ｍｍ）に接種し、

３０℃、９０％ＲＨで３日間培養し、カビ汚れプレート

を得た。

【００１９】（１－２）カビ汚れ洗浄力

表１の成分からなる組成物を更に滅菌したイオン交換水

で希釈した水溶液（温度２５℃）１ｍｌをカビ汚れプレ

ートに接種し、１５分後水洗し風乾した後、プレートの

状態を目視にて観察し、下記の５段階で評価した。結果

を表１に示す。

５…カビ汚れが完全に落ちている。

４…カビ汚れが殆ど落ちている。

３…カビ汚れが半分程度落ちている。

２…カビ汚れが殆ど落ちていない。

１…カビ汚れが全く落ちていない。

【００２０】（１－３）殺菌力

上記（１－２）で、希釈水溶液（温度２５℃）を接種

し、水洗、風乾したプレートの所定面積（１０ｍｍ×１

０ｍｍ）を滅菌綿棒で拭き取り、この綿棒を１ｍｌ滅菌

水に浸漬し付着物を懸濁し、その懸濁液０．１ｍｌをＰ

ＤＡ培地（チオ硫酸ナトリウム３．３％含有）へ接種し

た。２５℃で７日間培養し、カビが生育しているかどう

かを肉眼で観察し、菌の生育がない場合を「◎」、ある

場合を「×」とした。結果を表１に示す。

【００２１】

【表１】
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【００２２】（１）：（  ）内は有効塩素濃度を示す。

（２）：アンヒトール２０Ｎ（花王（株）製、有効分３

５％）を用いて有効分濃度が表１の数値となるようにし

た。

（３）：サニゾールＣ（花王（株）製、有効分５０％）

を用いて有効分濃度が表１の数値となるようにした。

（４）：エマール２０Ｃ（花王（株）製、有効分２５

％）を用いて有効分濃度が表１の数値となるようにし

た。

（５）：エマルゲン１０６（花王（株）製）を用いて有

効分濃度が表１の数値となるようにした。

【００２３】実施例６、比較例４

隔膜方式で得られたいわゆる電解酸化水のうち、陽極側

に発生した次亜塩素酸水（ｐＨ（２５℃）２．７、有効

塩素濃度５０ｐｐｍ）を用い、０．１ｍｏｌ／Ｌの水酸

化ナトリウム水溶液でｐＨ１１に調整し、表２の比較例

４の組成物を得た。また、上記の次亜塩素酸水を、１ｍ

ｏｌ／Ｌのコハク酸二ナトリウム水溶液でｐＨ５に調整

後、ラウリルジメチルアミンオキシド（実施例１と同じ

もの）濃度が２５ｐｐｍになるように添加し、表２の実

施例６の組成物を得た。それらを用いて実施例１と同様

にカビ汚れ洗浄力と殺菌力の試験を行った。結果を表２

に示す。

【００２４】

【表２】
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